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「かんたん資金繰り」マニュアル 

2013.5.11 RAUM 

 

（８）－１． はじめに 

経理の仕事でもっとも神経を使うと言っても過言ではない資金繰表の作成。このソフトは高価な

業務ソフトのオプションなどに頼らず、もっと手軽に資金繰り表を作りたい！という動機から生ま

れました。 

 

（８）－２． 「かんたん資金繰り」の特徴 

１． 簡単な操作性を目指しました。すべての入力はウィンドウ上で完結します。 

２． 複数の金融機関の資金繰りを個別、または合算で管理出来ます。 

３． 日別・月別の資金繰表をウィンドウ上で確認、または新規のワークブックに出力出来ます。 

４． 資金繰表は任意の期間で抽出出来ます。年度更新の必要はありません。 

５． 取引予定で複数の条件設定が出来ます。（５０万未満振込、５０万超１００日手形 etc） 

６． カレンダー機能を搭載しています。例えば出納予定日が休日と重なった場合、自動的に翌営

業日で取引を記録するなど、よりきめの細かい資金繰表を作成出来ます。 

 

（８）－３． ご注意 

１． 当ソフトは Excel2002 以上の環境で動作します。※Excel2002/WinXP、Excel2007/Win7

で動作確認済。未確認ですが Excel97 でも動作すると思います。 

２． ディスプレイ解像度は 1280×1024 以上推奨します。 

３． 当ソフトは VBA マクロプログラムを使用しています。ご使用の際は予め Excel の「オプシ

ョン」→「セキュリティセンター」→「セキュリティセンターの設定」→「マクロの設定」→

「すべてのマクロを有効にする」を選択して下さい。※マクロのセキュリティレベル変更は

Excel のバージョンによって異なります。ヘルプ等を参照して下さい。 

４． 誤動作の原因になりますのでファイル名・シート名は変更しないで下さい。 

５． 当ソフトを利用した事によるいかなる損害も作者(RAUM)は一切の責任を負いませ

ん。 

６． 個人・法人に限らず利用者は自由に使用することができますが、著作権はすべて作

者（RAUM）にあります。 

７． 当ソフトはフリーウェアです。配布・転載・雑誌掲載等は自由に行なってください。 
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（８）－４． 資金繰表の表形式 

「かんたん資金繰り」は、経常収支・投資等収支・財務関係等収支で表示分類した資金繰り表

を作成します。 

表示分類とは？ 

「経常収入・支出」… 下記以外の事業活動に関わるものすべて。売上入金、仕入代金支

払、給与支払、経費や税金の支払、借入の金利支払など。 

「投資等収入・支出」… 土地、備品や車などの固定資産、株やゴルフ会員権などの有価証

券の売買によるもの。 

「財務関係収入・支出」… 金融機関や役員からの借入や返済、株主への配当金支払など 

 

こんな資金繰り表を作成します。 
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（８）－５． 「かんたん資金繰り」を起動する 

ファイルを開き「メニュー」ボタンを押すと「かんたん資金繰り」のメインメニューが表示され

ます。 

 

フ ァ イ ル・・・（１０）☞18 ページへ 

マ ス タ 管 理・・・（ ６ ） 

取 引 予 定・・・（ ７ ）☞10 ページへ 

資金繰データ・・・（ ８ ）☞13 ページへ 

データ初期化・・・（ ９ ）☞18 ページへ 

オプション設定・・・（１１） 〃 

 

 

 

 

★初めての方は、以下の順番で登録作業を進めて下さい。 

１． マスタ管理 → 休日の登録 

２． マスタ管理 → 取引発生資産の登録（資金繰り管理対象の金融機関） 

３． マスタ管理 → 取引先の登録（得意先・仕入先・経費支払先など） 

４． 取 引 予 定 → 取引予定の登録 

５． 資金繰データ → 資金繰表→各取引発生資産の開始残高を入力 

以上の登録が終わりましたら、資金繰表を作成・確認することが出来ます。 

 

（８）－６． マスタ管理 

以下のマスタが登録出来ます。 

 

・摘 要 区 分（６）－３ ☞7 ページへ 

・取 引 先（６）－４ ☞8 ページへ 

・取引発生資産（６）－２ ☞6 ページへ 

・休 日（６）－１ ☞4 ページへ 
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（６）－１． マスタ管理－休日 

休日管理区分ごとに休日設定をして下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A． コード…４桁の半角英数字を入力します 

B． 休日管理区分 

「標準」「金融機関」「その他１」･･･「その他４」の６つのグループから選択します。 

C． 休日登録区分 

「毎週○曜日」「毎月○日」「毎年○月○日」「指定日（年月日）」「祝日法に定める日」から選

択し、日付・曜日の設定をします。 

D． 内容 

休日の内容を判り易く入力します。 

 

 

 

A 

B 

C 

D 
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※「祝日法に定める日」は以下の休日が登録されています

・元 旦（１月１日） 

・建国記念日（２月１１日） 

・昭 和 の 日（４月２９日） 

・憲法記念日（５月３日） 

・みどりの日（５月４日） 

・こどもの日（５月５日） 

・文 化 の 日（１１月３日） 

・勤労感謝の日（１１月２３日） 

・天皇誕生日（１２月２３日） 

・成 人 の 日（１月第２月曜） 

・海 の 日（７月第３月曜） 

・敬 老 の 日（９月第３月曜） 

・体 育 の 日（１０月第２月曜） 

 

 

※春分の日・秋分の日は特定の日にちが決まっておらず、前年の２月に官報で公表されます。 

（2013 年 5 月 5 日現在）両日を祝日として認識させるには、個別に休日マスタ登録する必要

がありまず。 

※資金繰表作成にあたって、祝日が日曜日にあたる場合はシステム上自動的に翌月曜日が振替休

日とされます。 

 

 

※休日マスタの設定例 

毎週土・日、祝日法に定める日、春分の日（2013 年 3 月 20 日）、秋分の日（2013 年 9 月 29）、

12 月 29 日～1 月 3 日までを年末年始休暇として休日登録しました。 
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（６）－２． マスタ管理－取引発生資産マスタ 

現金・普通預金・当座預金・MMF 等、資金繰りの対象とする金融機関等を登録します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A． コード…５桁の半角英数字を入力します。 

B． 資産区分 

「現金」・「普通預金」・「当座預金」・「納税預金」・「MMF」・「その他」の６つのグループから選択

します。 

C． 取引発生資産名 

名称を入力します。（例）みずほ銀行○○支店（普）1234567 

D． 必要最低残高 

この資産で最低限保有しておきたい残高を入力します。 

E． 休日管理区分 

「標準」「金融機関」「その他１」･･･「その他４」の６つのグループから選択します。 

※事前に休日マスタを登録しておいて下さい。 

 

※「現金」はシステム予約されています。必要最低残高等の編集は出来ますが、削除は出来ません。 

 

 

 

A 

B 

C 

D 

E 
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（６）－３． マスタ管理－摘要区分 

摘要区分はあらかじめテンプレートが登録されていますが、追加や編集することも出来ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A． コード…４桁の半角英数字を入力します。 

B． 表示分類 

「経常収入」「経常支出」「投資等収入」「投資等支出」「財務関係収入」「財務関係支出」の６つ

のグループから選択します。 

C． 摘要の内容 

“売上入金”“仕入代金支払”など取引の内容が簡単に判るように入力します。 

 

 

 

 

 

B 

C 

A 
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（６）－４． マスタ管理－取引先 

定期的な取引が発生する取引先を登録します。 

 

 

 

※仕入先であるＡＢＣ商事（株）の登録例です。 

取引条件は１０万円以下小切手（月末払）、１０万円超５０万円以下振込（月末払）、５０万円超手形

（３０日振出・期日までのサイトは４か月）としています。また、振込の場合のみ支払日が休日にあ

たった場合は前営業日払いとし、その他は翌営業日払となるように設定しています。 

 

 

A 

B C 

D 
E F G 

H 
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A． コード…５桁の半角英数字を入力します。 

B． 取引先区分 

「得意先」「仕入・外注先」「諸経費支払先」「従業員・役員」「税金関係」「社会保険関係」「銀行/証

券会社」「保険関係」「その他」の９のグループから選択します。 

C． フリガナ・取引先名 

取引先の名称を入力します。 

D． 取引条件 

取引条件は最低１つ登録して下さい。取引先マスタには最大４つまでの取引条件を設定することが出

来ます。 

※各取引条件が設定要件を満たした場合は青いフレームに変わり、【設定完了】と表示されます。 

E． 休業日処理 

「翌日」…出納日が休日にあたった場合、翌日に資金繰りを記録します。 

「前日」…出納日が休日にあたった場合、前日に資金繰りを記録します。 

「当日」…休日は無視され、当日に資金繰りを記録します。 

F． 出納区分 

「現金」「振込」「振替」「小切手」「手形」の５つのグループから選択します。 

G． 発生日 

取引が発生する日（1～30 の範囲。月末指定は 99）を入力します。 

H． 取引発生日から収入・支払までのサイト 

日 数 を 指 定…取引発生日から入出金まで特定の日数がある場合に入力します。 

月数／日を指定…取引発生日から入出金まで特定の月数・日がある場合に入力します。 
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（８）－７． 取引予定 

取引予定は「定期取引」と「スポット取引」の２つがあります。 

※取引発生資産間の資金移動入力は「メニュー」→「資金繰データ」→「資金繰表」の「資金移動入

力」ボタンから登録します。参照（８）－２Ｇ 

 

（７）－１． 定期取引 

「定期取引」とは売掛入金、買掛金支払、給与支払、源泉税支払など定期的に発生する取引を入力す

る際に使います。「定期取引」の休業日処理、出納区分、発生日などの取引条件は選択した「取引先

マスタ」の内容が適用されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A． コード…５桁の半角英数字を入力します。 

B． 取引先…一覧から該当するものを選択します。 

C． 摘要区分…一覧から該当するものを選択します。 

A 

B 

C 

D 

E 

F 
G 

H 

I 
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D． 表示区分…一覧から該当するものを選択します。 

E． 取引発生資産…一覧から該当するものを選択します。 

F． 金額（定額）…定額の場合はその金額を入力し、該当する取引発生月にチェックマークを入れます。 

G． 月別入力…金額が月によって異なる場合は「月別入力」ボタンを押すと「金額の入力」フォームが

表示されますので、個々の金額を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※月別入力は１月～１２月の入力欄がありますが、例えば１年を超えた資金繰表を作成する場合、「かん

たん資金繰り」は月を循環して金額を拾っていく仕組みになっています。 

上記の例で、抽出期間を 2013/1/1～2014/7/31 としたケースでは、資金繰りデータ抽出結果は以下のよ

うになります 

2013/1 148,811 

2013/7 150,000 

2013/10 150,000 

2014/1 148,811 → １月の金額を循環して拾ってます 

2014/7 150,000 → ７月   〃 

 

H． 内容…取引の内容を判るように入力します。 

I． 取引登録を無効とする…チェックを入れると資金繰データに抽出されません。 
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（７）－２． スポット取引 

スポット取引とは、１回限りの取引を入力する際に使います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A． コード…５桁の半角英数字を入力します。 

B． 取引先登録あり／なし…取引先登録ありを選択すると、取引先マスタを紐付けすることが出来ます。

※取引先マスタに登録されている休業日処理、出納区分、発生日などの取引条件は適用されません。 

C． 取引先…（取引先登録ありを選択した場合）一覧から該当するものを選択します。 

D． 摘要区分…一覧から該当するものを選択します。 

E． 表示区分…一覧から該当するものを選択します。 

F． 取引発生資産…一覧から該当するものを選択します。 

G． 内容…取引の内容を判るように入力します。 

H． 発生日…取引発生日を入力します。 

A 

B 

C 

D 

E 

F 

G 

H I 

J 

K 

L 
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I． 休業日処理 

「翌日」…出納日が休日にあたった場合、翌日に資金繰りを記録します。 

「前日」…出納日が休日にあたった場合、前日に資金繰りを記録します。 

「当日」…休日は無視され、当日に資金繰りを記録します。 

J． 出納区分 

「現金」「振込」「振替」「小切手」「手形」の５つのグループから選択します。※選択した「摘要区

分」「表示区分」「取引発生資産」によって制限される場合があります。 

K． 金額…取引金額を入力します。 

L． 取引登録を無効とする…チェックを入れると資金繰データに抽出されません。 

 

（８）－８． 資金繰データ 

入力した取引予定に基づいて資金繰りデータを抽出及び資金繰表の作成をします。 

 

（８）－１． データ抽出 

資金繰表を作成する前には必ず「データ抽出」を実行します。任意の期間（最大 60 か月分まで）を入力

してＯＫボタンを押して下さい。 

 

 

期間を入力して下さい…「今年度」「今年」「今月」「翌月」「翌々月」を選択すると、期間が自動でセッ

トされます。 
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（８）－２． 資金繰表 

データ抽出の結果、資金繰表が表示されます。 

 

A． 集計区分…日別集計／月別集計を切り替えます。 

B． 開始残高入力…取引発生資産の、それぞれ現在の残高を設定します。 

C． 残高推移表…選択した取引発生資産の残高推移が表示されます。 

D． 最小残高を表示…集計区分で日別集計を選択した状態でチェックを入れると、残高推移表は各日の

入金は当日使えないものとして表示されます。 

E． 資金収支表…残高推移表で選択した日／月の、表示区分別資金収支表を表示します。 

A 

B 

C 

D 

E 

F G 

H 

I 
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F． 取引明細…資金収支表で選択した項目の内訳明細を別ウィンドウで表示します。 

 

 

※取引発生資産はみずほ銀行を選択し、残高推移表の 2013/9 を選択すると、右側の資金収支表に当月の

表示区分別の資金収支表が表示されます。さらに売掛金回収の 9,000,000 を選択した状態で「取引明細」

ボタンをクリックすると、金額の内訳が別ウィンドウで表示されます。 
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G． 資金移動入力…取引発生資産間の資金移動予定を入力出来ます。 

 

※上記の例ではみずほ銀行から現金へ小払資金を引き出す予定を入力してます。資金繰表で個別の取

引銀行等の残高推移を予測できるので、資金移動計画が立て易くなります。 

 

H． すべての資産の合計…チェックをいれると取引発生資産すべてを合計した資金繰表を表示します。 

 

※資金の全体残高及び推移を把握するときに使います。金融機関からの資金調達の時期や調達規模を

前もって把握する参考として下さい。 

 

I． 資金繰表出力…集計区分で日別または月別集計を選択、次に取引発生資産を選択し「資金繰集計表

出力」ボタンを押すと、新規ワークブックに資金繰表を作成します。 
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資金繰出力／月別資金繰表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出力された新規ファイルは「月別資金繰表」「ピボット」「データ」の３つのシートで構成されていま

す。「ピボット」は Excel のクロス集計機能であるピボットテーブルでの集計結果です。ピボットテーブ

ルには、瞬時に集計形式を変えられるという機能と、任意の集計値をダブルクリックすると、その数値

を構成してるデータを別シートに表示するという便利な機能があります。また、「データ」は集計の素と

なった取引レコードが収められています。 
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資金繰出力／日別資金繰表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）－３． データ初期化 

全てのマスタ及び取引データが消去されます 

 

（８）－４． ファイル 

入力データを別ファイルに保存、または読み出します。 

 

（８）－５． オプション 

パスワード設定や保存先フォルダ、決算月など設定します。 

 

（８）－６． バージョン履歴 

2013/5/11 Ver1.00 

 

 


